
体育科教育のシステム化に関する理念研究(1)

体育科教育のシステム・アプローチにおける手はじ

めとしてシステム・アナリシスを行う乙とを目的とす

る。

l トータルシステムと体育科教育
体育科教育の目標・内容・方法についての明確な概

念規定はない。しかし，一応体力づくりと運動文化財

の伝達に目標をおき，乙れは(1)身休的発達.(2加的.

情緒的発達，。洋士会的態度の発達，但)安全についての

発達.(5)レクリエーションについての発達からなる。

乙の目標の内容は体操，競技，ダンスからなり，その

方法は各種スポーツの教授であるとする。そしてその

技術内容を並列し，地域の状況に応じて指導すること

になっている。つまり教師の選択に委ねられていて学

習主体の個人差も配慮されているが.多様な内容をど

のように精選し，秩序づけすべきかについては触れら

れていない。人間形成を教科教育の根幹i乙すえた視点

からは，体育の役立つ領域，水準，側面が十分に設定

されていない。乙れはトータJレシステムとして捉えな

いで，体育自体で身体づくり，学習内容の伝達を行う

という閉鎖的性格を露呈している。体育・スポーツは

基本的lζ生態系のもつ開放性を具備しなければならぬ。

身体は物理学的な質点系の力学として捉えうる側面を

もっている。けれども体育は物理学的な原則だけを内

容とするものではない。例えば，水泳では浮力の知覚

をさせる。けれども水中での吸息は不能という疎害を

克服し，呼吸の仕方を学習させ，相当の距離を泳ぎうる

る能力を獲得させるととをねらう。すなわち，閉鎖系

としての物理モデルlζ終らない運動モデルが構築され

なくてはならぬ。

システム・アプローチの立場からみれば，システム

・アナリシスlζ基づいた目標及び同関数を明確化し，

システム・エンジニアリングにおける教師一教材一生

徒閣の連鎖を最適化し，その効果がシステム・マネー

ジメントを通して評価関数IL表出されねばならぬ。

2 史的変遷過程における体育観と目標論
体育史における時系列的な位置づけを体育科教育の

目標設定の手続きにかかわって行ってみたい。社会の
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変動とともに教育観，体育観は変るが，上の見解lζ基

づいて分析すると二三のパターンがある。

1)プラ「ンやヤーンlとみられる「国家形成の基礎と

しての体育」

プラトンは国法制定の下位概念を音楽と体育lζ求め

ている。貴族制度を中該とした体育の論理は戦斗と祭

典主義でつらぬかれている。乙れに対してヤーンの体

育観はドイツの国家統一の悲願を実現しようとしたも

のであった。その内容は民主的な市民社会の建設であ

る。

2) Jレソー，ペスタロッチ，ナハテイガルにみられる

ヒューマニズム

Jレソーは宗教戒律からの解放をねがい，ペスタロッ

チは「貧民救済の体育」をもって基礎陶冶の論理とし

た。ナハテイガJレは当時苦しかった祖国の復興を農業

lζ求めた民衆に自己防衛的lζ創始した体操を体系化し，

農民自体の体操として浸透させた体育観は本質的にヒ

ューマニズムlζ基づくものと考える。

3) グーツムーツ，シュピースの科学的体育銭

18世紀までの身体運動は祭典競技，軍事訓絞が主要

で，一部人間形成のための教養・教育が行われた。乙

れを国民教育のなかに組みいれ，子どもの本性IL応じ

て計画的iζ実施しようとしたのがグーツムーシである。

汎愛学校における彼の体育活動は近代的な科学理論IL

基づくものであった。シュピースはペスタロッチやグ

ーツムーツの影響をうけ，学校制度の教育課程l乙体育

をいれた。リングの体育は医学的な世界観が支配して

おり，スウェーデン体操を創始した。乙れらは19世紀

における体育の科学化運動である。

4) プィテンディエク，ボーデにみられる自然体操論

四世紀の形式陶冶論IL対して乙の両者は異色ある自

然体操論を展開した。市民体操は「ごく自然な感性豊

かな人間運動の養成J. i運動の知党運動能力の発達
と訓練」をめざした。ボーデは生体lζ内在する運動形

態から乙そ教育Iζ適用さるべきであるという。プ4テ

ンデイエクの自然運動観は，人聞が知性を賦与された

実在として自然的であり，また同時に，不自然でもあ



るとする。すべての創造物に対して人聞は運動におい

て不誠実であり，自我であるとともに非我であるとい

う。彼の場合，その本態は「それ自体は遮蔽されてお

りJr運動意識内容として与えられているもの」では
なく r存在する意識においてのみJ表出する。乙れ
が根本的に重要なのであると主張する。

5) マッキントッシュとマイネJレにおけるスポーツ運

動観

マッキントッシュの英国スポーッ史は，スポーツ，

すなわち，ゲームで味われる人間のプレイにおけるア

ゴーンの喜びを内容とするもので，体操を蓋盤とした

体育観とは鋭く対立するものであった。

20世紀ほど運動技術の発展した時代はない。オリン

ピックその他の国際大会における運動技術の交流はそ

の発展の加速化を促がした。 ζれを体系化したのはマ

イネルであろう。乙乙ではレゲア時代におけるレクリ

エーションスポーツとは異なった条件づけ訓練，ある

いは，身体訓練のシステム化の原点があるように思わ

れる。

3 社会体育の運動技術発展が学校体育に影響
したもの
1)体育の施設，指導員について

東京オリンピックの反省としてスポーツの大衆化，

体力づくりがあげられた。との環境づくりとして体育

館の設置並びに体育指導員の法制化がなされた。生産

工程の高度組織化は単調労働へと労働形態をかえ，労

働時間の短縮を驚らし，余限時間の増大を現出したの

で，との施策は日本人体力の相対的低位を補完するか

にみえた。けれども独立採算制の実施は利用人口の少

いととからプロスポーツの興業などの補演にあてられ

ている。一方，指導員の報酬が余りに少額なので意欲

は減退し，地域への浸透は期待されない。西独の黄金

計画は社会体育のさかんな北欧型の歴史lζ則ったもの

である。乙 ζでは自然発生的な基盤がある6

2)体育協会の組織行動と学校体育
必修・クラブという新たな教育課程が学校lζ導入され

た。受験体制にあえぐ教育状況を緩和しようとする努

力は買われるが，それを充当する予算は少い。一方，

中一.高体連という組織は体育教師の参加なくしては

運営できない。会場の確保，休日Iζ教師が参加できな

いととなどの条件によって大会は平日の授業時聞にく

いとまざるをえない状況を呈し，関係者聞に葛藤をお

こさせているo

3) 商業スポーツの台頭

労働時間の短縮がスキー，登山，旅行などのレデア

スポーツ活動の隆盛を資らしたが，乙の傾向はスポーツ

教室，美容体操，コソレフなど商業スポーツの企業化を

促進した。プロスポーツの選手は衆iζ傑れた運動能力

の持主である。標準値からみると，極めて傑出した素

質をもっ稀少価値が評価される訳だが，心身をすり減
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らす自己阻害的行動を行っている。

文化は生れるというととは一つの真実性をもってお

り，研究者の観念は遊戯的行動と同型性がある。けれ

どもプレイの構成要素であるアゴーン，アレア，ミミ

クリ，イリンクスは権力主義その他への変質を潜在す

る。

4) スキル学習におけるシステム化の必然性

運動技術の発展においてその結果を規定する要因と

して練習量の拡大が問題となる。水泳の記録向上の主

因となっている練習量は毎日 1万米の段階から2万米

乃至それ以上となった。すなわち. 1日6時間をとえ

て，しかもそれに先天的な素質を要求している。米国

のクラブ制度，東独の訓練方式では l日それ以上にも

及ぶ量となり，驚異的な記録向上が達成された。わが

国が先鞭をつけ，世界が追従したに拘らず，わが国は

これに対応する手段をもたない。乙乙では量の質的変

換，科学化がせまられている。

体育教師は限定された短時間内lζ，科学的方法の受

容とともに，生徒の一人ひとりに適した教授方法を自

ら創意工夫するようにせまられる。乙こに科学的な分

析と統合の系列を通してシステム化が必然とされてい

るD

4 情報化社会におりる身体発達の偏俸と健康
情報科学の手法の特徴は分析と統合を分離せず，系

列化すると ζろにある。乙乙でとり扱う乙とがらは，

単iζ物理モテツレや数学モデルの構成により現象を解釈

するだけでは不十分である。すなわち，運動モデルの

構築，教材の再編成iζ重点をおいて知覚ー運動行動の

システム化をめざさねばならぬ。ゲームの全体性，チ

ームワークの組織性，その要因の結合・統合関係，ま

た，乙れら要因の特質の同定など階層システム的接近

を必要とする。

WHO宣言は高い理想lζ蓋づいた健康の概念規定を

している。それは世界の政行的な発展に随伴した身体

偏侍が存在したためであるD 経済構造の変革は肥満児

や薬害の問題を提起した。単lζ疾病でないという状態

だけでなく，社会的にも健康な身体の保障をうたった

WHO宣言は乙の意味において重みがある。しかし今

は環境の保全を訴えたストックホJレム宣言が採択され

ている。この身体の偏侍を内包した人類の未来IC対し
て体育は教育の一環としてどのように指向すべきであ

ろうか。

人間の知覚一運動行動にかかわるシステム・アナリ

シスは以上のほかに多くの問題をもっている。内容の

深部研究と周辺領域の問題解決をめざした研究がまた

れるのである。
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